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美術工作棟外壁改修その他工事



３．建物概要

建物名称

工　　種

構　　造

階　　数

改修面積

備　　考

４．工事種目

工事種目

建物別 工　　事　　種　　別

2 仮設工事

3 防水改修工事

4 外壁改修工事

5 建具改修工事

Ⅱ 工 事 仕 様　

新国立劇場舞台美術センター美術工作棟外壁改修その他工事

Ⅰ 工 事 概 要　

特　記　仕　様　書

（㎡）

１．共通仕様

文部科学省発注工事請負等契約規則（文部科学省訓令二十二号）別記第

によるほか、下記仕様書等を適用する。

（以下「標準仕様書」という。）

（以下「標準仕様書」という。）

２．特記仕様

・特記事項に記載の（　　）内表示番号は、標準仕様書の当該項目、当

　該図又は当該表を示す。

・特記事項に記載の［　　］内表示番号は、改修標準仕様書の当該項目、

　当該図又は当該表を示す。

章

１
　
各
章
共
通
事
項

項　　目 特　 記 　事 　項

この工事現場では、次の施工条件による。

発生材については、標準仕様書に従い、適切に処理する。

1.本工事に使用する材料は、設計図書に定める品質及び性

能の他、通常有すべき品質及び性能を有するものとする。

2.備考欄に商品名が記載された材料は、当該商品又は同等

品を使用するものとし、同等品を使用する場合は監督職員

の承諾を受ける。

3.標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法につい

ては、材料製造所の指定する工法とする。

・技能士

適用工事種別 技能検定の種別

　防水工事

　建具工事

・防水施工（シート防水工事作業）

・サッシ施工

標準仕様書に定めがあるもの以外で、下記に示す施工につ

つては、監督職員の検査等を受ける。

・既存防水下地の処理が完了した段階

［2.2.1］［表 2.2.1］

（1.7.1～3）［1.9.1～3］

［2.3.1］

［3.1.3］

[3.1.4] [3.2.3、4、6]

（1.3.11）［1.3.12］

（1.3.5）［1.3.5］

（1.4.2）［1.4.2］

（1.5.2）［1.7.2］

（1.5.5）［1.7.5］

下記の図書を監督職員に提出する。

・工事書類　　　　　　　　　A４ファイル綴じ　１部　

・建具施工図　　　　　　　　A３複写図（製本）１部　

・工事写真　　　 　アルバム（紙又は電子媒体）１部

※提出図書の詳細については、監督職員と協議する。

設計図書に記載がない場合、又はこれにより難い場合は、

監督職員と協議する。

２
　
仮
設
工
事

「手すり先行工法等に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっ

ては、同ガイドラインの別紙1「手すり先行工法による足場の組立て等に

関する基準」における2の(1)手すり据置き方式又は(2)手すり先行専用足

場方式により行う。

・外部足場：工事に必要な範囲に設置する。

・材料、撤去材等の運搬方法：種別Ｂ （ﾄﾗｯｸｸﾚｰﾝ等による）

・既存部分の養生

既存部分に汚染又は損傷を与えるおそれのある場合は養生を行う。また、

万一損傷等を与えた場合は、受注者の責任において速やかに修復等の処置 

を行う。

３
　
防
水
改
修
工
事

※改修標準仕様書3.1.3(5)(ｱ)～(ｳ)による

・既存防水層の処理 既存防水層の撤去をおこなう。

屋根保護防水 [3.5.2～4] [表3.5.1]

・改修工法：Ｓ４Ｓ工法（既存防水層立上り部等撤去）

脱気装置の種類及び設置数量

・種　　類：※ルーフィングシートの製造所の仕様

・設置数量：※ルーフィングシートの製造所の仕様

立上り部の押え金物の材質、形状及び寸法

[3.6.2、3]

新設防水層（ウレタンゴム系塗膜防水）の種別

・改修工法：コンクリートこて仕上面高圧洗浄・下地処理

・新設種別：Ｘ－２（密着工法）

シーリング改修工法

・シーリング充填工法

・シーリング再充填工法

シーリング材の種類は、改修標準仕様書表3.7.1による。

シーリング材の目地寸法は、図示による。

［3.1.4］[3.7.2、3、7、8]

５
　
建
具
改
修
工
事

４
　
外
壁
改
修
工
事

・処理範囲は図示による

※化粧鋼板周囲シーリング撤去。

　破損しているモザイクタイル50　カッター入れ後撤去

下地処理・下地調整

・劣化部分は、サンダー、スクレバー等により除去

・付着物等は高圧洗浄により除去

[4.1.5][4.5.2][表4.5.1]

新規仕上塗材の種類

既存建具の種類・適用箇所

・鋼製建具（撤去工法）適用箇所は図示による

※建具周囲のシーリングは、改修特記仕様書3章 防水改修

工事による。

性能値等 [5.2.2][5.4.2～4][表5.4.2]

[5.1.3][5.1.6]

・簡易気密型ドアセットを適用する

材料

・ステンレス鋼板　※SUS304、SUS430JIL、又はSUS443JI

・ステンレス製くつずりの仕上げ　※HL

形状及び仕上げ

・鋼板類の厚さ　※改修標準仕様書表5.4.2による

・形式及び寸法は図示による

・その他監督職員が必要と認めた段階

特記仕様書・配置図
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住宅

公園

衣装保管棟

保管棟Ａ

保管棟Ｄ

保管棟Ｂ

美術工作棟

保管棟Ｃ

資料館

住宅

凡　例

本工事建物

工事名称

図面名称

年度

縮尺

図面番号

新国立劇場舞台美術センター美術工作棟外壁改修その他工事独立行政法人 日本芸術文化振興会

財務部施設課

［3.2.6］・既存下地の処理 ※下記は監督職員と協議する

取付け部、塔屋出入口部等の欠損部及び防水層末端部の納まり部の処理。

設備機器架台、配管受部、パラペット、貫通パイプ回り、手すり･丸環の

・降雨等に対する養生

・足場等

・発生材の処理等

・施工条件

・その他

・完成時の提出図書

・施工の検査等

・材料の品質等

・シーリング

・塗膜防水

・合成高分子系

　ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ防水

・鋼製建具

・改修工法

・仕上塗材仕上げ

・下地処理及び下地
調整

・既存化粧鋼板撤去

配置図　Ｓ＝1:2,000

美術工作棟

模様替

Ｒ

３

※外壁改修面積

模様替

Ｒ

３

資料館

美術工作棟

一式

一式

一式

資料館

一式

一式

一式

31.2 735

１号の工事請負契約基準、現場説明書、この特記仕様書を含む図面５枚

・公共建築工事標準仕様書（建築工事編）（令和７年版）

・公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）（令和７年版）

・工事写真撮影要領（令和５年９月）

本工事の作業可能時間は、原則8:30～18:00とする。

・複層仕上塗材：複層塗材Ｅ 凸部処理凹凸状 吹付 

１．工事場所　千葉県銚子市豊里台1-1044（舞台美術センター構内）

※ルーフィングシートの製造所の仕様

・施工箇所：資料館 屋上

・施工箇所：資料館 ３階屋根、屋上機械基礎

新設防水層の種別（既存防水：加硫ゴム系シート防水 t1.2）

・新設種別：Ｓ－Ｍ２（塩化ビニル樹脂系シート t2.0）

・カチオン樹脂モルタル塗り t15

化粧鋼板下地共撤去：ホウロウ鋼板（エンボス加工）t1.6

２．完成期限　令和　８年　５月１５日（金曜日）



工事名称 年度 図面番号

縮尺図面名称

独立行政法人 日本芸術文化振興会

財務部施設課

令和７年度
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Ｎ

防水改修・外壁改修（改修）

シーリング撤去（外壁ボーダー）

ボーダーパネル撤去

ポリサルファイド系 （形状は図示による）

※下地金物共撤去。南側・西側外壁に撤去済み部分あり。（図示による）

シーリング（外壁ボーダー） 変成シリコン系（形状は図示による）

樹脂モルタル塗り t=15（形状は図示による）

仕上塗材塗り 　複層塗材Ｅ　下地調整（形状は図示による）

※施工範囲は、図示による。

南側立面図（撤去） 

南側立面図（改修） Ｓ＝1:200

Ｓ＝1:200

【改修前】

【改修後】
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50角　カッター入れ （図示による）

50角　下地調整 ※色調等既存タイルに近いもので施工タイル張り（西側外壁）

タイル撤去（西側外壁）

ボーダーパネル撤去済み範囲
ボーダーパネル撤去範囲

145
● ●

145

ボーダー補修範囲

（ボーダー補修）

複層塗材E

樹脂モルタル塗り

下地調整

新国立劇場舞台美術センター美術工作棟外壁改修その他工事

１階平面図・立面図 （美術工作棟）

防水改修・外壁改修（撤去）

美術工作棟改修工事概要

ホーロー鋼板t=1.6（形状は図示による）

シーリング15×10

ボーダー部工事範囲

※南側と同じ長さの北側ボーダーパネルを撤去（撤去済み部分なし）

※南側と同じ長さの北側ボーダーを補修



工事名称 年度 図面番号

縮尺図面名称

新国立劇場舞台美術センター美術工作棟外壁改修その他工事 令和７年度独立行政法人 日本芸術文化振興会

財務部施設課 Ａ－３

断面図 Ｓ＝1:200

ボーダー部詳細図 Ｓ＝1:10

【改修前】
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西側外壁タイル1段目撤去
※カッター入れ後撤去
撤去範囲は立面図による

ボーダー：ホーロー鋼板t=1.6
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アンカー10φ@600

ボーダーパネル下地共撤去範囲

ボーダー補修範囲
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（既存のまま）

（既存のまま）
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樹脂モルタル塗り
下地調整

モザイクタイル50角張り
西側外壁一部１段目

※施工範囲は立面図による

1:200 1:10立面図・断面図・詳細図 （美術工作棟）

Ｓ＝1:200

【改修前】

【改修後】
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西側立面図（撤去）

西側立面図（改修）
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（ラスタータイル）

シーリング15×10

※西側と同じ長さの東側ボーダーパネルを撤去（撤去済み部分なし）

※西側と同じ長さの東側ボーダーを補修



年度 図面番号

縮尺

新国立劇場舞台美術センター美術工作棟外壁改修その他工事 令和７年度独立行政法人 日本芸術文化振興会

財務部施設課
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防水立上り撤去（３階屋根Ａ～Ｄ）　

名　　称 摘　　要

　　　　　　　〃

建具改修（撤去）

名　　称 摘　　要

鋼製建具（SD-1）撤去

防水改修（撤去） 防水改修（改修） 建具改修（改修）

名　　称 摘　　要 名　　称 摘　　要

　　　〃　　  （屋上）　

鋼製建具（ＳＤー１）

鋼製建具（ＳＤー２）

図面名称

工事名称

1:200

● ● ● ●
1,4501,4501,4501,450

●

●

1
,5

4
5

1,
5
45

3
,
04

0

8,840

1,140

1
,1

4
0

※立上りH=270

※立上りH=270

煙突 650×650

シーリング撤去（トップライト）

※端部金物とも撤去、平部防水層（断熱工法）は、撤去しない。

ポリサルファイド系（形状は図示のよる）　

３階平面図・屋上平面図 (資料館)

３階平面図　Ｓ＝1:200

※立上りH=270

※立上りH=270

200
●

●

● ●

200

屋上平面図　Ｓ＝1:200

資料館改修工事概要 資料館改修工事概要

Ａ－４

壁補修１㎡程度
LGS下地（既存のまま）

石こうボードt12.5+9.5張替え
EP　　

（本工事）

t2.0　機械的固定工法　ＳーＭ２塩ビ系シート防水（屋上）

塗膜防水 （３階屋根・屋上機械基礎） ウレタン系　密着工法　Ｘー２

ルーフドレン 塩ビ製　φ125　改修用　　4か所

シーリング（トップライト） 変成シリコン系（形状は図示のよる）　

W750×H1,740　４か所 W750×H1,740　ＤＰ　（建具表参照）４か所

内部側扉、枠の間シーリング充填（建具表参照）８か所

加硫ゴム系シート防水 t1.2　Ｓ４Ｓ工法
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展示ホール（１）
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吹抜
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ピロティ

資料保管庫Ａ
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屋根Ｂ

3
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9
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1
,7

40 SD
１

建具表

（同形状既存建具撤去）

308

右図参照

丁番、シリンダー円筒錠

乙種防火戸、エアタイト仕様

フタル酸樹脂エナメル塗り

更新

鋼製片開ドア

改修内容

名　　称

枠 形 状

金　　物

仕　　上

見込寸法

符　号

数　量

１

ＳＤ

姿

図

４カ所

1,
7
40

●

●

●
750

●

備　　考

● ●
300

3
00

●

●

改修内容

名　　称

枠 形 状

金　　物

仕　　上

見込寸法

符　号

数　量 ＳＤ

姿

図

鋼製片開ドア

既存のまま

２

既存建具内部側 扉と枠の間シーリング充填

８カ所

※一部扉サビ除去後塗装
備　　考

●

1,
74

0

750
●

●

●

石こうボード t=12.5直張り
　　　　　　　　　　ＥＰ
（撤去後室内側補修範囲）

5
3

2
0
8

●

●

●

●

4
7

エアタイトパッキン

S
S

シーリング15×10程度

既存外壁：化粧パネル（ホーロー鋼鈑t=1.6）

S

●●
枠寸法－６

SUS304 ｔ=2.0

25 15
● ● ●

石こうボード t=12.5直張り ＥＰ

建具枠・くつずり形状図　No Scale

資料館断面図　Ｓ＝1:200

防水立上り詳細図

【改修前】

【改修前】

【改修後】

【改修後】

●

●

●

●

13
0

●

加硫ゴム系シート防水t=1.2撤去範囲

加硫ゴム系シート防水t=1.2

発砲ポリエチレンt=30
コンクリート金ゴテ仕上

60
0

RFL

3
FL

ま
で

3
,
90

0

（
2
1
0）

※端部金物とも撤去
 （　　）内の数値は３階屋根Ａ～Ｄとする

●

●

●

●

13
0

●

60
0

RFL

3
FL

ま
で

3
,
90

0

（
2
1
0）

塩ビ系シート防水t=2.0

清掃・下地調整

既存防水層

※脱気装置設置

●●

● ● ●

415
●●

415

90 80
● ● ●
90 80

S＝1:20

S＝1:20屋上空調設備基礎防水層詳細図

空調設備基礎5,400×400×180

コンクリート金ゴテ仕上

加硫ゴム系シート防水
t=1.2撤去範囲

加硫ゴム系シート防水t=1.2

発砲ポリエチレンt=30
コンクリート金ゴテ仕上

空調設備基礎5,400×400×180

塩ビ系シート防水t=2.0

清掃・下地調整

シーリング
端部アルミ金物

●

●

15
0

●

●

15
0

ウレタンゴム系塗膜防水
清掃・下地調整

※塗膜防水は既存空調設備があるため、施工可能な範囲とする。

工事名称 年度 図面番号

縮尺図面名称

S＝1:100、S＝1:20
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2
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3
2
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シーリング
●

1
20

3
2
0

トップライト平面図・側面図・断面図

● ● ●

●

80 80

3,040

清掃・下地調整
塩ビ系シート防水t=2.0

シーリング打替え
25×10

シーリング打替え
15×10
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● ●

● ● ● ● ● ● ●
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,
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1,
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1
,
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8,840

1,730 1,7301,345 1,345 1,345 1,345

● ●

●●

●

●

3,040

3,080

1
,
54

0
●

30
5

平面図（伏図）S=1:100

側面図　S=1:100

シーリング充填
※最下部ガスケットのみ施工

シーリング充填

シーリング打替え
15×10

25×10
シーリング打替え

シーリング充填
※最下部ガスケットのみ施工

※最下部ガスケットのみ施工

Ａ－５
断面図・建具表・詳細図 （資料館） 1:200 1:20 1:100 

断面図　S=1:20

端部アルミ金物


